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秋田焼山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会 委員名簿 

                            ※敬称略  

 構成員（学識経験者） 

委 員 

(50 音順) 

井良沢 道也（岩手大学 農学部 教授） 

大場 司（秋田大学 国際資源学部 教授） 

林 信太郎（秋田大学 教育文化学部 教授） 

檜垣 大助（弘前大学 農学生命科学部 教授） 

三浦 哲（東北大学 大学院 理学研究科 教授） 

     

 構成員（専門機関、行政機関） 

委 員 

 

国立研究開発法人土木研究所 火山土石流チーム 上席研究員 

気象庁 仙台管区気象台 気象防災部 火山防災情報調整官 

気象庁 秋田地方気象台 防災管理官 

鹿角市長 

仙北市長 

林野庁 東北森林管理局 秋田森林管理署長 

林野庁 東北森林管理局 米代東部森林管理署長 

国土交通省 東北地方整備局 河川部 広域水管理官 

国土交通省 東北地方整備局 湯沢河川国道事務所長 

国土交通省 東北地方整備局 玉川ダム管理所長 

秋田県 総務部 総合防災課長 

秋田県 建設部 河川砂防課長 

事務局 国土交通省 東北地方整備局 湯沢河川国道事務所 

秋田県 建設部 河川砂防課 
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委員会の検討事項 

 

 秋田焼山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会では、「火山噴火緊急減

災対策砂防計画策定ガイドライン（国土交通省砂防部）に基づき「火山噴火

緊急減災対策砂防計画」を策定するため、平成 27 年度より、下記、検討を進

めてきており、今回は第 5 回目の検討委員会となります。 

 

【H27.11.26 第 1 回】 

・計画策定の基本事項（現状の把握、噴火シナリオの作成） 

 

【H28. 2.29 第 2 回】 

・計画策定の基本事項（噴火シナリオの作成） 

・対策方針の設定（対象とするシナリオケースの抽出） 

 

【H28. 9.15 第 3 回】 

・対策方針の設定（対策の前提条件の検討、対策方針の決定） 

 

【H29. 3.13 第 4 回】 

・緊急時に実施する対策の検討（緊急ハード・ソフト対策） 

・平常時からの準備事項の検討 

 

【今回 第 5 回】 

・緊急時に実施する対策の検討（緊急ハード・ソフト対策） 

・平常時からの準備事項の検討 

・火山噴火緊急減災対策砂防計画書（素案）について 

別紙 3 


